
資料２：意見の概要及びそれに対する区の考え方、整備方針（案）への反映状況

          

『Ⅰ．はじめに』に関するもの

No 意見の概要 区の考え方・整備方針（案）への反映

1

「質の高いまちづくり」とはなにか。 連続立体交差化を契機に、駅周辺のまちの拠点
の育成と合わせて、交通結節機能の強化、安全
で安心できる暮らしやすい住環境を整備すること
としています。

2

整備方針が作られた背景についてもっと説明をす
るべきである。

今年３月にまちづくり検討会がまちづくり構想を作
成し、区に提案したことなどを踏まえ作成した旨を
背景として追記しました。

【資料１のNo,１を参照】

『Ⅲ．地区整備方針』に関するもの

No 意見の概要 区の考え方・整備方針（案）への反映

3

駅前の拠点空間はどのように整備するのか。 駅前の拠点空間については、様々な手法につい
て検討し、交流拠点や生活拠点として必要な施
設の導入を地域の方々等のご意見をお伺いしな
がら検討していきます。

4

駅の商業施設に高齢者施設を設置してほしい。 現段階では、商業や住宅、福祉、医療などの充実
を想定していますが、具体的なことは、今後、地域
の方々等のご意見をお伺いし、関係機関と調整し
ながら検討していきます。

5

駅前再開発や区画整理など、様々な可能性を慎
重に検討してもらいたい。

駅前の拠点空間の創出については、地域の方々
等のご意見を伺いながら、様々な手法を検討して
いきます。

6

「交通広場と一体となったゆとりと、にぎわいが感
じられる空間の創出」に「民間事業者や地域団体
等との協力」について明記すべき。

まちづくりの各施策を進めていく上では、関係機
関や地域の方々等のご協力は不可欠なため、ご
意見をお伺いしながら進めていく必要があると考
えています。このため、今後のスケジュールに、ご
意見を伺いながら進めていく旨を追記しました。

【資料１のNo４、No８を参照】

7

共同化についての説明を記載してほしい。共同
溝とは違うのか。

共同化とは複数の敷地を統合してひとつの建築
物を建築することで、共同溝とは電線類を地中化
することです。建物の共同化について明確にする
ため追記しました。

【資料１のNo３、No６を参照】

8

街の顔である個人商店や街の医院、郵便局、銀
行等は必要である。
また、中大型スーパーやコンビニが消えると、個
人商店との相乗効果も消えて、街がさびれる可能
性がある。

商業や医療等、日常生活に必要な機能について
充実を図っていくという方針を明らかにしました。
今後、駅前の拠点空間の創出に合わせ、地域の
方々等のご意見を伺いながら、具体的な計画を
作成していく予定です。

9

アクセス道路と記載されているが、その定義は何
か。

駅前広場と一体となり駅利用交通等を円滑に処
理し、新青梅街道や中野通りなどの周辺の幹線
街路（都市計画道路）に接続させる機能を持った
道路としています。



10

JR中野駅からの誘導を考えて北東部地域全体
（新井・沼袋を含む）への回遊性を高めるような整
備案が欲しい。

北東部地域は新井薬師前駅を中心として、新た
な顔となる駅前の拠点空間の創出や、哲学堂・門
前通りの商店街のにぎわいの再生により、中野四
季の都市（まち）や中野駅、哲学堂公園との回遊
性を高めることとしています。
また、沼袋駅周辺地区については、南北交通の
軸となる道路整備により、バスの相互通行が可能
となり中野駅等の利用しやすい環境が整い、回遊
性も高まると考えています。

11

整備方針案の中に、道路の構造について記載は
されるのか。

道路構造については、地域の方々等のご意見を
伺いながら、今後、交通管理者等と協議し、決定
していく予定です。

12

「地区内交通を担う交通ネットワーク」は、道路と
緑道のどちらにあたるのか。

地区内の交通は、自動車及び歩行者交通等を含
んだものであり、ネットワークとして道路や緑道な
ども含まれます。

13

「シンボル性があり、地域特性等を踏まえた利用し
やすい駅」とは何か。利用しやすい駅となるよう改
札口を地上階にしてほしい。

地下化される駅については、地域のシンボルとし
てわかりやすく、利便性が高い駅舎となるように関
係機関と調整を図っていきます。

14

「シンボル性があり、地域特性等を踏まえた利用し
やすい駅」について「関係機関と調整する」ので
はなく、「関係機関へ働きかける」べきである。

駅舎も含め、西武鉄道と連携してまちづくりを行っ
ていく必要があると考えているため、「調整する」と
しています。

15

今まで見たことのない個性あふれる駅前広場にあ
らわれる駅舎が青写真のなかに出現することを楽
しみにしている。

駅前広場をはじめとする駅前の新たな拠点の創
出が図れるよう、まちづくりを推進していきます。

16

耐火・不燃化のための緩和策について具体的な
プランを示してほしい。

整備方針では、耐火・不燃化を推進していくという
方針を明らかにしました。今後、地域の方々等の
ご意見を伺いながら具体的なまちづくりのルール
等について検討を進めていきます。

17

延焼遮断帯の幅はどのくらいの規模を想定してい
るか。また、建物の奥行、高さ等の具体的な数字
を提示してはどうか。

一般的には道路境界より概ね30mの範囲の建物
を不燃化することで延焼遮断効果が得られるとさ
れていますが、具体的な規模については、今後
詳細に検討していきます。

18

P12.P20の地区整備方針図に示す破線の矢印は
何を意味するのか。

補助第220号線及び区画街路第4号線の沿道の
不燃化、耐震化の促進を契機に、防災性の向上
を周辺市街地に波及させたいと考えています。

19

駐輪スペースについて「1．通勤通学者」、「２．買
い物客」、「３．シルバーカー利用者」に分類し、駐
輪対策を行うべき。

駐輪場の整備については、今後、具体的に検討
を行い、関係機関と調整しながら進めていきたい
と考えています。

『Ⅲ．地区整備方針　1．新井薬師前駅』に関するもの

No 意見の概要 区の考え方・整備方針（案）への反映

20

門前通り、補助第220号線は道路幅や歩道、自転
車道等具体的な案を知りたい。
門前通りの歩行者空間はどのように整備するの
か。沿道の商店街と話は進んでいるのか。

補助第220号線について都市計画決定している
道路幅員は11ｍですが、道路構造等については
検討中です。
補助第220号線の整備により、哲学堂・門前通りの
交通量が分散するものと考えています。また、合
わせて沿道の無電柱化を進めるなど、今後、地域
の方々等のご意見を伺いながら関係機関と調整
し、歩きやすい歩行者空間を実現していきたいと
考えています。



21

補助第220号線は、なぜ今になって取り組み始め
たのか。

補助第220号線は、地区内の南北交通ネットワー
クや自動車の交通負荷の軽減、防災面において
重要な路線と認識しています。また、連続立体交
差事業は補助第220号線等の交差道路の整備も
あわせて進めることで大きな整備効果を発揮する
と考えています。

22

補助第220号線の権利者や関係する町会への説
明と意見・要望等はどうなっているのか必ず意見
交換をしていただきたい。

今後とも、補助第220号線に係る権利者の方々等
には、事業の各段階で、丁寧に説明していきま
す。

23

補助第220号線のスケジュールや予算などの具体
案を教えてほしい。また、段階的な整備とはどのよ
うに進めていくのか。

補助第220号線は三段階に分け、整備を想定して
います。Ⅰ期の鉄道交差部分は平成２７年度に事
業化し、その後、早稲田通りから五中つつじ通り
の区間をⅡ期とし、鉄道交差部から新青梅街道
区間をⅢ期として整備を進める予定です。予算に
ついては今後事業化する中で単年度ごとに事業
の進捗状況をみながら、国庫補助金や都市計画
交付金を最大限利用できるよう調整していきたい
と考えています。

24

補助第220号線の整備に合わせた上高田五丁目
地区の街区再編とは何か。

上高田五丁目の防災性をより向上させるため、狭
あい道路の解消を含めて街区再編という提案をし
ました。これについては今後、権利者をはじめと
する地域の方々等のご意見を伺いながら進めて
いきます。

『Ⅲ．地区整備方針　2．沼袋駅周辺地区』に関するもの
No 意見の概要 区の回答・整備方針（案）への反映

25
対象地区の設定方法は。 まちづくり構想の対象地域と同一の範囲としてい

ます。

26

バス通り商店街と再開発をどのように両立させて、
にぎわいの感じられる商店街とするのか。

整備方針では、再開発や共同化による駅前の拠
点空間の創出と、商店街のにぎわいにより、新た
なにぎわいを創出することとしています。今後、地
域の方々等のご意見を伺いながら拠点空間と商
店街のにぎわいの双方を創出できるよう、今後、
検討していきます。

27

「交通広場と一体となったゆとりと、にぎわいが感
じられる空間」や「地域内交通を担うネットワーク」
について、まちづくり構想に記載されている「コミュ
ニティ広場」とは、どのような関係があるのか。

整備方針では、Ｐ１７に示すように駅舎と交通広場
を含んだ沼袋駅周辺一帯を示しています。

28

「統一感のあるまち並みを形成するためのルー
ル」とは何か。地区計画を想定していると考えられ
るが、具体的な文言を入れたほうがいいのではな
いか。

統一感のあるまち並みを形成するルールには、地
区計画や建築協定等の手法が考えられますが、
整備方針策定後に地域の方々等のご意見を伺い
ながら具体的に決めていくことになります。

29

商店で利用するのは、いずれもチェーン店ばかり
なので、個人商店の努力ができないのであれば、
チェーン店を招いた方が活性化につながる。

区画街路第4号線沿道のにぎわいの再生につい
ては、今後、地域の方々等のご意見を伺いながら
検討していきます。

30

再開発の計画について、組合再開発であるなら
ば、中野区は関わることができない。再開発によ
り、4号線の整備が遅れるのはあってはならないこ
となので、再開発と4号線の整備は分離して考え4
号線の整備を着実に行ってほしい。

駅前の新たな拠点づくりについては、区が積極的
に協力して進めていきたいと考えています。区域
については、今後、地域の方々等のご意見を伺
いながら検討していきたいと考えています。



31

「区民活動センターの活用」について、緑を保存
しつつ、新たなにぎわいの創出にある福祉等の充
実をはかる機能をこの周辺で創出してはどうか。

区民活動センターは、今後、区画街路第4号線の
整備にあわせて、地域のコミュニティの活動の拠
点施設として、関連する様々な機能が備えられる
よう活用を図っていきたいと考えています。

32

区画街路第4号線を早く事業化してもらいたい。 区画街路第4号線沿道のまちづくりのルール等が
まとまり次第、事業に入れるよう準備を進めていき
たいと考えています。

33

区画街路第4号線について説明がない。進捗状
況はどうなっているのか。道路ができなければま
ちづくりができない。

区画街路第4号線の事業化に向けた進捗につい
ては、用地測量が約6割完了している状況です。
また、道路拡幅によって生じる残地の有効活用に
ついて、関係権利者及び隣接地の方々等を対象
に意向把握調査を行い、有効活用する手法の検
討を行っています。

34

地域内道路の交通負荷が区画街路第4号線に集
中するのではないか。

区画街路第4号線は、広い歩道を有する2車線の
都市計画道路として計画されており、狭い地域内
道路に入っている通過交通や地域内交通を集約
し、交通負荷を軽減する役割等を担うため必要で
あると考えています。

35

区画街路第4号線について、セミフラット構造、自
転車レーンの設置、20㎞/hの速度抑制、無電柱
化を推進してほしい。

区画街路第4号線の整備については、自動車の
速度抑制などの方策を検討し、歩行者が安心し
て歩くことのでき、自転車も安全に走行できる空間
づくりが必要であると考えており、自転車が安全に
走行できる交通環境の創出について追記しまし
た。

【資料１のNo７を参照】

36

道路の拡幅後に沿道のにぎわいが再生された事
例や、歩行者が対面に渡りやすく、安心して歩くこ
とのできる道路についての事例はあるのか。

事例はありますが、交通管理者との調整や技術的
な検証等を踏まえながら、地域の状況に沿った案
を作成し、地域の方々等にご説明していきたいと
考えています。

37

「地域内交通を担うネットワーク」となる道路がまち
づくり構想にあるコミュニティ広場を横断すること
はないのか心配である。整備方針では、どのよう
に考えているのか。

駅前周辺エリアについては、歩行者を中心とした
安全で快適な空間や交通広場と一体となったゆと
りとにぎわいが感じられる空間を創出していくこと
としています。

38

ループ道路は必要なのか。歩行者を優先した方
針にしてほしい。

駅前は、歩行者・自転車・自動車が錯綜しており、
環状の地区内道路等をつくり、歩行者と自転車、
自動車の動線を分離して歩行者を中心とする駅
前空間を整備していきたいと考えています。

39

新井薬師前については無電柱化の記載がある
が、沼袋はやらないのか。

沼袋の区画街路第4号線や地区集散道路第3号
等の新設道路については、無電柱化することを前
提としていますが、哲学堂・門前通り等の既存道
路は無電柱化の計画が今のところないため、整備
方針に記載しています。

40

環状7号線への東西道路の必要性を提案するの
はどの様な理由によるものか。また、その道路の
環状7号線のどこで接続するのか。その接続は構
造上も技術的にも可能なものなのか。

本地区は、狭い道路が多く、消防活動や避難が
困難な区域が存在しているため、地域の課題とし
て記載しました。接続方法等については、今後、
検討していきます。

41

沼袋駅周辺の将来像の部分に、防災に関する記
載が少ないので、防災への取り組みの記載をもっ
と入れるべき。

区画街路第4号線や補助第220号線について、避
難路や延焼遮断帯としての位置づけについて追
記しました。

【資料１のNo２、No５を参照】



42

区画街路第4号線の「避難路や延焼遮断帯として
の機能の確保や沿道建物の不燃化・耐震化の促
進。」について、「ルールを策定する」と明記すべ
き。

避難路や延焼遮断帯としての機能の確保や沿道
建物の不燃化・耐震化の促進については、今後、
地域の方々等のご意見を伺いながら具体的に
ルールづくりも含めて考えていきます。

『Ⅲ．地区整備方針　3．鉄道上部空間の活用』に関するもの
No 意見の概要 区の考え方・整備方針（案）への反映

43

駅舎や鉄道上部利用について、「関係機関と調
整」とあるが、関係機関とはどこか。また、いつごろ
調整する予定か。

連続立体交差事業の事業者である東京都や西武
鉄道が関係機関となります。調整の時期は決まっ
ていませんが、今後、東京都や西武鉄道と利用
方針について調整していきます。

44

沼袋第2、第3号踏切部について鉄道用地内で隅
切りを設けてほしい。

沼袋第2、第3号踏切部については、通行しやす
い構造となるよう関係機関と調整していきます。

45

鉄道上部利用について、直線でない遊歩道を設
け、交通広場の歩道は透水性にしてほしい。防災
マンホールトイレ、防災倉庫、防災収納ベンチを
設置してもらいたい。井戸を掘り、小川を作っても
らいたい。鉄道跡地であった事が分かるようにして
ほしい。デッキの遊歩道を設け、下部に駐輪場を
設置してもらいたい。説明会だけでなく、パネルや
模型の展示をしてもらいたい。駅ビルについて知
りたい。また、西武鉄道に説明をもらいたい。区民
どうしで意見交換し、区民が納得したものを作りた
い。有識者の意見を取り入れるべき。また、中野
区と区民が対立した場合、間に入ってもらいた
い。定住人口を増やす具体策は。

鉄道上部利用の詳細については、他地区の事例
も参考に、今後、地域の方々等のご意見を伺いな
がら具体的に検討し、東京都や西武鉄道と調整し
ていく予定です。また、今後の進め方についても
工夫していきたいと考えています。

46

上部利用について検討項目が４つあり、エリア別
とは、具体的にどう考えているのか。住民にとって
利用価値が高いものを作成してほしい。

エリアについては、沿線の地域特性や上部空間
の活用等を踏まえながら今後検討していきたいと
考えています。

47

鉄道上部利用について、西武の窓口は区だと
言っているが、あまり機能していないのではない
か。西武と住民を交えて話し合う場は作ってもらえ
ないのか。

鉄道上部利用について、基本的には区が、東京
都や西武鉄道と調整していきたいと考えていま
す。

48

鉄道上部利用の検討内容については、広報を
行ってほしい。

鉄道上部利用については、今後、基本方針を作
成し、地域の方々等にご説明していきたいと考え
ています。

『Ⅳ．施策に対する指標』に関するもの

No 意見の概要 区の回答・整備方針（案）への反映

49
ファミリー層や子供の割合などさらに細分化した
指標が必要かと思う。

個別事業の検討の際に参考にさせていただきま
す。

その他

No 意見の概要 区の回答・整備方針（案）への反映

50

整備方針素案にはまちづくり構想に記載されてい
ないことが書かれている。まちづくり構想の何を踏
まえて作成したのか。

整備方針は、表現上の違いはありますが、「新井
薬師前駅周辺地区まちづくり構想」「沼袋駅周辺
地区まちづくり構想」と基本的に方向性は同じで
あると考えており、区のまちづくり整備の方針を示
したものです。「新井薬師前駅周辺地区まちづくり
構想」には補助第220号線の整備について触れて
いませんが、区として取り組む必要があると考えて
おり、記載しています。



51

意見交換会で住民から出た意見に対して回答を
行ってほしい。また、整備方針策定までに反映す
るのか。ホームページ以外ではどのように公表す
るのか。

いただいたご意見については、区の回答、整備方
針（案）への反映を付して、ホームページに掲載
するとともに区役所や関係する区民活動センター
等で閲覧することができます。

52

今後も意見交換会を行ってほしい。 案の作成の段階でパブリック・コメントや説明会を
開催し、地域の方々等のご意見を伺い進めてい
きたいと考えています。

53
整備方針決定後に変更は可能なのか。 整備方針策定後も見直しの必要が生じた場合に

は、見直すことも考えています。

54

素案の中に、「推進」や「調整」という言葉がある
が、「地域住民と共に」という文言を入れてほし
い。

地域の方々等のご意見を伺いながら、一緒にまち
づくりを進めていく考えです。

55

課題に対する施策を明確にしてほしい。 「現状と課題」を改善するための「将来像を実現す
るための施策」として包括的に表現しています。

56

「図っていきます。」や「推進していきます。」など、
各施策の文末の違いがわからない。

概ね、全体的な方針を示す場合は「図っていきま
す」としており、具体的な方針を示す場合は「推進
していきます」と表記しています。

57

都市計画道路やその他の計画について、スケ
ジュールを記載すべき。

新井薬師前駅周辺地区のまちづくりのスケジュー
ル及び沼袋駅周辺地区のまちづくりのスケジュー
ルについて追記しました。

【資料１のNo４、No８を参照】

58

都市計画決定されている事業に関して、予算など
の経済的裏付けを明記すべきである。

個別事業の計画の際に、計画的に執行できるよう
予算等を確保していきます。

59

避難施設や緑を守る施設として、整備方針に旧
沼袋小学校の利用について記載してもらいたい。

旧沼袋小学校の利用については、「新しい中野を
つくる10か年計画（第2次）」において、北部すこや
か福祉センター等として活用することとしていま
す。ご意見として承ります。

60

地区計画や用途地域について素案の中に記載
がないので示してほしい。

地区計画等は、まちづくりの手法のひとつであり、
整備方針策定後に地域の方々等のご意見を伺い
ながら具体的に決めていくことになります。

61
専門家の意見が必要である。 今後、必要に応じて専門家の意見を聞いていき

たいと考えています。

62

沼袋駅と新井薬師前駅で関係し合う部分、またつ
じつまが合わない部分が出てくると考えられるがど
のように考えているか。

沼袋と新井薬師前の境の区間については、鉄道
跡地空間等を中心に齟齬の無いよう、今後、十分
に検討していきます。

63

平和の森公園は地域資源として重要だとあるが、
みどりの減少など、体育館の移設をすることにつ
いてどう考えているのか。

新体育館の整備については、平和の森公園の緑
地や新体育館の配置等、今後、具体的な検討を
行う予定です。

64 都市公園等の計画は無いのか。 現在、計画はありません。

65

中野駅から沼袋方面に向かうバスがなく不便をし
ている。道路整備後のバスの運行について、バス
事業者と調整すべき。区のバスなども作ってほし
い。

バスの運行経路については、今後、道路整備時
にバス事業者と調整していきます。また、現時点
で区が直接バスを運行させることは考えていませ
ん。



66

東西線と西武新宿線の相互直通運転の話が出て
いるが、どのように考えているのか。

郊外から都心部を走る鉄道で、地下鉄との乗り入
れをしていない路線は西武新宿線のみとなってい
ます。相互直通運転により、乗り換えがなくなり、
都心への所要時間が大幅に短縮されるなどの効
果があると考えています。

67

連続立体交差事業の進捗状況を教えてほしい。 現在、土留めの杭の建込みや作業ヤード確保の
ための線路移設をしている段階です。また、並行
して用地買収も進めています。

68

新井薬師前駅付近の地下化はどこから始まるの
か。新井薬師前駅のホームと電車の隙間は改善
されるのか。

中井５号踏切の西側から地下化され、中井５号踏
切に関しては残存する予定です。新井薬師前駅
は、地下化に伴い、線路のカーブが緩やかにな
り、電車とホームの隙間も現在よりも改善される予
定です。

69

連続立体交差事業の西武鉄道の負担割合はいく
らか。

総事業費は約726億円となっており、そのうち186
億円を鉄道事業者側が負担することとなっていま
す。

70
工事中のバスルートや安全性の確保など検討し
てもらいたい。

工事中の安全性確保については十分に配慮して
いきます。


